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９ 正六角形ＡＢＣＤＥＦの辺ＡＢ，ＢＣ，ＤＥ，

ＥＦの真ん中の点をれぞれＧ，Ｈ，Ｉ，Ｊとし，

ＡＩとＧＪ，ＨＪが交わる点をそれぞれＫ，Ｌ

とします。このとき，ＡＫ：ＫＬ：ＬＩを最も

簡単な整数の比で求めなさい。
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９ 右図のように，ＡＢの延長とＤＣの延長の交点をＭ，

ＡＦの延長とＤＥの延長の交点をＯとすると，

△ＢＣＭと△ＥＦＯはともに，正六角形

ＡＢＣＤＥＦを右図のように 6 等分した

正三角形と合同な正三角形となる。

また，ＧＪの延長とＥＯの交点をＮと

するとＡＯとＧＮは平行なので

ＥＮ：ＮＯ＝ＥＪ：ＪＦ

＝ 1：1。つまり

ＮはＥＯの真ん中の点なので

正六角形の 1 辺の長さを 2

とすると，ＥＮ＝ 1。また，ＩＥ＝ 1，

ＡＧ＝ 1。

また，ＡＢとＤＥは平行なので，

△ＡＫＧと△ＩＫＮは相似で，相似比は

ＡＧ：ＩＮ＝ 1：(1 ＋ 1)＝ 1：2。よって，ＡＫ：ＫＩ＝ 1：2･･(ｱ)となる。

次に，ＡＢとＤＥは平行なので，△ＡＬＭと△ＩＬＯは相似で，相似比は

ＡＭ：ＩＯ＝(2 ＋ 2)：(1 ＋ 2)＝ 4：3。よって，ＡＬ：ＬＩ＝ 4：3･･(ｲ)となる。

(ｱ)，(ｲ)より，ＡＩの長さを 1 とすると，ＡＫ＝ 1 × ，ＫＩ＝ 。

ＬＩ＝ 1 × となるので，ＫＬ＝ 。

したがって，ＡＫ：ＫＬ：ＬＩ＝

＝ 7：5：9 です。
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